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報告要旨 3年次後期に平成15年・ 16年度成人看護学臨地実習を履修し，デ、ューイの反省的思考を取り入れ臨地

実習を行った，学習効果と教育評価の報告である。学生108名を対象に臨地実習終了後に，アンケート調査を行っ

た。彼らは， 2年次後期に「成人看護技術学」授業を受けた学生で， 2年次から3年次へと，継続して反省的思考

を取り入れた自立的・能動的な学習方法を実践している。学生の自己評価についてアンケート調査の結果，振り

返りの時閣を持つことは，学生自身が思考するために有効であり.満足感を得ることができたと回答があった。

そこで，反省的思考を成人看護学臨地実習Iで実践したことは，高等教育における学習場面において，依存的な

学習から自立的な学習への転換となった。まず個人の学習ニーズが能動的に行われるように支援すること，次い

で学習者自らが知恵への探求在するための環境作りを行った。その過程について若干の検討を加え，ここに報告

をする。
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- はじめに

呉大学成人看護学講座において，平成14年度よ

り佐々木が提言している，デューイ吋の反省的思

考 Creflectivethinking 以下反省的思考とする)

を看護場面における思考作用に適用するI)こと

を， r成人看護技術学」や「成人看護学臨地実習」
で実践している。

本稿は 3年次後期に平成15年・ 16年度成人看

護学臨地実習を履修した学生を対象に，反省的思

考を取り入れ臨地実習を行った学習効果と教育評

価を試みた報告である。学生108名を対象に路地

実習終了後に，アンケート調査を行った。彼らは

成人看護技術学の授業で，佐々木の報告2)にある，

2年次後期に「成人看護技術学」授業で意識障害

のある患者の看護について，教育を受けた学生で

ある。 2年次から 3年次へと，自立的で能動的に

学ぶための学習方法といわれている，反省的思考

を取り入れ，継続的に学習をしている。
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ここで高等教育の場に反省的思考を看護教育に

取り入れる意味について述べる。教育学者でもあ

るデューイは， 1930年代に反省的思考を提唱し，

さらに 198日年代にはデューイの教育学から影響

を受けたショーン刊が反省的実践家 Creflective

practitioner)の専門家教育を唱えている。そこ

に共通するのは，反省的思考 Creflection リフ

レクション)という概念である。教育心理学辞典

によるとリフレクションとは， rさまざまな経験
を繰り返す過程で，自分の活動を振り返ることに

よって，その活動の論理を引き出す思考J')とあ

る。近年，教育ツールとしての反省的思考は，看

護専門教育においても重要性が実証されているこ

とは，松原。で報告した。

特に本国5)は，ショーンの考えを基本に，看護

における反省的思考に関して，行為についての反

省であり，事後的で，経験(実践〕から学びを深

める学習のあり方であると評価し，議論している。

つまり，出来事の後に，あるいは出来事から離れ
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たところで行われる回顧的な反省であると述べて

いる。また看護学生を対象にした報告が多い6)一川

理由は，学生にとって路地実習中に自分の行って

いる看護をその場で振り返る，行為過程における

反省は困難であるという見解と関連している。ま

た，本田川は，日常の看護の営みを説明する基

礎的理論として活用できる可能性を実証してい

る。このことからも，看護学生にとって臨地実習

が終了した時点で行う振り返りは，学習のために

重要であると示唆される。したがって本稿では，

臨地実習中のある状況を振り返る反省的思考を用

いて，学習を進めることは，学生が実践(経験)

から学びを深め，学習効果をあげ，その教育評価

をすることが可能であると考える。さらに佐々木川

は，学習者自らが学ぶ学習参加型の教育方法は，

学生の主体的な学習に良い方法であると報告して

いる。

今回，学生に行ったアンケートの調査の結果か

ら，実習の場面を振り返る時閣を持つことは，学

生自身が考え，看護技術を繰り返し練習すること

から，満足感を得ることにつながったと回答が

あった。これらのことに鑑み，反省的思考を成人

看護学臨地実習 Iで実践した実践報告をする。

-目的

本稿の目的は，平成15年度成人看護学臨地実習

Iにおいて，反省的思考を取り入れた海地実習指

導を行った。その過程において，反省的思考を看

護場面における思考作用に適用した実践報告であ

る。そして有用性の有無を明らかにすることであ

り，その学習効果を測るための基礎資料とするこ

とにある。

- 反省的思考に基づく学習目標と方法

成人看護学路地実習 Iの学習自爆は，佐々木が

デューイの『思考の方法』を手がかりに，看護教

育において仮定している， r一つ一つの問題を綿
密に考えていくようにしていくことが思考の訓練

であり，それが学習であるJ1.)。さらに「経験を

し，分析する思考態度の育成が良質の看護を提供

することにつながるJ15)ことである。

その反省的思考の方法として5項目を適用す

る。 1)暗示， 2)知性的整理， 3)仮説， 4) 

推論作用と分析， 5)検証凶である。暗示は情
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報収集の手がかりになり，集めた情報は整理さ

れ，一つの仮説が得られた後に，分析，統合され

て結論に至る。

具体的に，学生の行う臨地実習の看護場面にお

いて，反省的思考の作用を以下のように適用問

している。病院での実習を終えた後，学内に戻り，

個々の学生は実践した看護を振り返る作業を進め

る。まず患者との出会いがある。この出会いの時

から学生の観察は始められ，少なくとも学生が気

になった場面から学習が展開される。つまりな

ぜつの疑問から始まり，その疑問を解決するため

に学習を展開する。そして，実際に患者の健康を

障害しているものは何か。健康の回復に向けてケ

ア(看護技術)を展開する。この健康回復促進の

ためのケア(看護技術)は多岐にわたり，学習者

である学生自身の関心を多方向から思考する必要

がある。そして，学生個人の体験を各グループ間

で話し合い，体験を共有し，共通点や相違点につ

いて話し合う。その後，グループから事例を原則

として一つ選ぶ。臨地実習では，看護過程にそっ

て実践したことがうまくゆかなかったり，応用し

たことを実践していたりする看護技術を取り上

げ，練習し発表する。この一連の流れが，成人看

護学臨地実習 Iに反省的思考を取り入れた取り組

みである。

- 反省的思考の実施方法

1.期間

期聞は，平成15(2003)年10月14日-]]月

21日までの6週間，成人看護学路地実習 Iであ

る。

2 対象者

対象者は， 3年生108名である。 3年生

は， 5人または6人から構成される20グループ

に分かれ 1人の教員がlつのグ、ループを担当

し，実習指導を行っている。

3.反省的思考を実践した学習の発表内容

発表内容については，表 l成人看護学臨地実

習I発表内容を参照されたい。

4.反省的思考をもたらす学習の進め方

成人看護学では，成人看護学臨地実習 Iの学

内演習を以下のように実施している。

1 )原則として，土・日曜日を除き，病院での路

地実習を5日間，学内での実習(オリエンテー

シヨンと反省会を含む)5日間の内， 3日間は
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発表を含む反省的思考を行う時聞に当てる。

2)グループ毎に各学生が反省的思考を実施した

結果，事例の看護過程を展開することを通して，

重要であると考えた看護技術を lつ取りあげ

る。

3)グループ毎になぜその看護技術を取り上げ

たのか理由を明確にして，その事例に添った看

護技術の必要物品・方法を明確にしたレジ、ュメ

を作成する。

4)グループ毎に学内実習室において，取り上げ

た看護技術を繰り返し練習する。

5)発表は lグループ30分間で，実演やモデル人

形を使って看護技術の発表と，発表後質疑応答

を行う (20グループではあるが，実習配置の関

係上，発表は全部で21グループ行った)。

6)発表の様子はビデオテープに録画し，発表終

了後，教員が講評をする

7) 3年生に対して，成人看護学臨地実習E終了

時にと比較してアンケート調査を行い，学

習効果や教育評価の一助とする。

園 学習効果をはかるためのアンケート調査に関して

1.対象:成人看護学臨地実習I参加者108名(回
収率61%)

2.研究方法.自記式アンケート調査(アンケー

ト用紙は添付資料を参照されたい)

3.アンケート調査実施に関しては，成人看護学

臨地実習 I終了後に学生に口頭で説明し，同意

を求めた。アンケート用紙は，後日所定の回収

箱に入れるように指示した。

4.期間:平成15年10月14日~平成16年2月20日

5 研究目的.成人看護学臨地実習Iで反省的思

考を取り入れた。その適用の学習効果を測る基

礎資料とする。

6.調査内容・学生のアンケート調査は，各項目

を5段階評価とし，成人看護学臨地実習 I終了

時を基準 13ポイントJとする名義尺度を用い

る。臨地実習Hが終了した現在の自己の成長度

や反省点を記入してもらう。

7. 自由記載欄の記述

なぜそのように評価したのか，自己評価の理由

について，自由記載欄に書かれた内容を記述す

る。

8.アンケート調査結果

1 )有用性の検討調査の結果

調査は【間1.知識について1【問2.看護
技術について1【問3. 自己の態度について】
5段階評価とする。成人看護学臨地実習I終了

時の状況を基準 13ポイントj と自己評価する

ことを学生に説明し，成人看護学臨地実習E終

了時の到達段階を問うた。

この結果，全問とも成人看護学臨地実習E終

了時の到達段階は，基準の 13ポイント」を境

に 11ポイント」・ 12ポイント」と低い評価

を示した学生群よりも 14ポイント」・ 15ポ

イントJと肯定的に評価し回答した学生郡が多

かった。

まず，関1 知識については.13ポイント」

を付け，成人看護学臨地実習 Iの時点と現在の

成人看護学臨地実習H終了時が，変わらないと

評価したのは18%で，それより低く評価した学

生群が5%いた。しかし回答者の76%が「知識

が増えた」と 14ポイントJや 15ポイントJ

の肯定的に評価している(図lと表2知識につ

いての到達段階毎の回答者の割合(%)参照〕。
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問2.看護技術に関しでも，変わらないと13

ポイント」を付け，評価したのは24%で，それ

より低く評価した学生群が9%いた。しかし回

答者の67%が「看護技術が向上した」と肯定的
に評価している(図2と表3看護技術について

の到達段階毎の回答者の割合(%)参照)。
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図2看護技術についての到達段階毎の回答者の割合(%)

表3 看護技術についての到達段階毎の周答者の割合(%)

間3.r 3ポイントJを付け，変わらないと
評価したのは18%で，それより低く評価した学

生群が5%いた。しかし回答者の3/4に値する

77%が「自己の態度について」肯定的に評価し

ている(図3と表4自己の態度について到達段

階毎の回答者の割合 C%)参照)。

5ホ必ツホイント

ずイントL二-.13ポイント

|一。一間3回答者の
割合(同)

図3 自己の態度についての到達段階毎の回答者の割合(%)

表4 間3.自己の態度についての到達段階の割合(%)

図書
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2)自由記載欄の記述内容

自由記載欄に関しては，【関1.知識について】

は.rいろいろな病態と関連して考えることが
できるようになったj. r根拠について考えて計
画を立案し実施につなげることができたj. r実
習で得た情報をどのように解釈して実践に生か

せばよいのか分かってきた」の記載に代表され

るように，知識を関連づけて考えることができ

るようになったと自己評価していた。

【問2.看護技術について】は.r個々の患者
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に合わせて看護技術を工夫することができたj.

「患者のペースを考え，コミュニケーションを通

して実施できたj.f繰り返し実施していくことで，

準備・手順・実施・片付けの一連の涜れがわか

り，技術も向上してきたと思うj.f自信につながっ

たJという記載があった。

【問3. 自己の態度について】は.f患者とコミュ

ニケーシヨンがよく図れるようになったj.r指導
された乙とを活かし次につなげることができたj.

「満足感を得られた実習になったj.r反省点をも
とに，知識不足は補足して諦めずに取り組んだ」

とあった。

以上のような肯定的な評価とともに.r十分で
はない自分に気が付いた」という記載もあった。

圃考察

学生にとって，臨地実習の場面で，必要なとき

に必要な看護の知識や看護技術を振り返る行為は

困難である。そのため，教員として，学生が実践

した後で行う反省的思考が重要であることを，し

ばしば体験する。

今回，デューイの反省的思考を看護場面におけ

る思考作用に適用するための基礎資料老得た。ア

ンケート調査の結果，学生からこの教授方法から

学びを得たという回答があった。これは，デユー

イの反省的思考を実践するために，教員が時間を

取り，知識を振り返る作業を行い，看護技術を繰

り返し学生に実施させたこと，また学生も 2年次

の経験を元に，臨地実習の場面で実際に自分自身

が体験したり，見たりできたことを鍍り返ったこ

とに起因すると考えられる。つまりうまくできな

かった理由や，もっと患者にとって合う方法があ

るのではと思考した所以であろう。これらのこと

から，学生からこの反省的思考を取り入れた路地

実習 Iに対して，肯定的な評価が多かったことは

当然の帰結ともいえる。

一方，青木凶は，看護における反省的思考の

潜在的問題について，指導する教師側や学習グ

ループの精神的な負担が増す乙とも報告してい

る。今回の場合も，教員と学生は自主的に土曜日・

日曜日・時間外を使って学習をすすめた。さらに，

看護技術の発表も実践同様に，物品の準備や実施

を行ったo 終了時に学生や教員から実施した看護

技術の栂拠や安全性に関して，厳しく質問をする

場面もあった。それは，学生にとって達成感や充
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実感だけではない，実際の看護技術に関わること

の厳しさを学んだ体験でもあったといえよう。

佐々木J8)は，特に看護技術に関わる教育では，

実際に行っているところを見る乙と，実践するこ

と，繰り返し訓練することが大切である。さらに，

医療的・看護技術を実際の患者の健康障害と健康

水準と関連づける乙とを求めている。今回，学生

のアンケート調査の自由記載欄に，繰り返し行う

ことで自信を持ったことや，個々の患者に合わせ

て援助することから，患者全体をとらえて関連づ

けることができたと回答があった。

回収率が61%と低かった理由は，アンケート用

紙の回収の仕方に関して，アンケート配布場所と

回収場所の場所と時間が離れていたことに起因す

ることと，本学習形態に不賛成の意思表示とも取

れる。今年度の学生の評価だけから言えないが，

佐々木の示した教育目標の達成に近づいたとも言

i主

えよう。さらに一つ一つの問題を綿密に考えてい

ることが思考の訓練であり，経験をし，分析する

思考態度の育成が良質の看護を提供することにつ

ながると考えられる。

E おわリに

今回のアンケート回収率が61%と低いことか

ら， 3年生全体の意思を反映していない可能性も

ある。しかし，今後も学習を進める過程で， 2年

生後期にある「成人看護技術学」と各論実習初期

にあたる 3年後期に「成人看護学海地実習 1Jに

おいて，継続してこの学習方法を実践する予定で

ある。この反省的思考を用いたことによる学習効

果や教育評価に関しては，今回の基礎資料を基に，

さらに検討を重ねる必要がある。

*1ジョン・テ、ューイ OohnDewey) : 1859-1952年没は，アメリカのヴアーモント州のバーリントンに生

まれた。現代アメリカのプラグマテイズム(pragmatism実用主義〕の代表的学者として，その活動

は哲学・心理学・教育学など多方面にわたり，数多くの著書，論文を出している。デ、ューイは長い生

涯にわたり学問的活動を続けた。本論文では「思考の方法 いかに我々は思考するか」を基にして

いる。この原著初版は1909年に公表され， 1933年に改訂指補版を著している。デューイ哲学は，ジェー

ムズ (William]ames)心理学を一機縁として出発し発展したダーウィン主義もしくは進化論の立場か

らすることに対して，強い示唆と刺激を与えている。デューイは，意識生活にも生物の外形的生活に

働く進化の法則と同ーの法則が働くと見る。つまり精神の発展にも身体に至る生命体の発展と同様な

法則が働くと見ている。この立場から思考作用を究明している。

本2ドナルド・ショーン (Donald.A. Schon) : 1931-1997年没，ボストンに生まれる。哲学，音楽など様々

な分野に造詣が深く， r反省的実践家」を育てる専門家教育，学習組織論の動向や業内教育システム
構築を行う。「反省的実践家」については，“TheReflective Practitioner"，佐藤学・秋田喜代美訳，専

門家の知恵，ゆるみ出版， 2001。に詳しい。そこでは新しい専門家像を示し，さまざまな専門職にお

いて機能している専門家の知恵を事例研究によって詳細に描き出しである。

引用文献

J)佐々木秀美・看護教育における思考訓練の重要性ーデューイの反省的思考論を手がかりに，明星大

学教育学研究紀要第18号:39-47， 2003 

2)佐々木秀美・看護基礎教育における技術学に関する若干の考察一学習者参加型学習法を成人看護技

術学に取り入れてー，看護学統合研究 5巻2号:55， 2004. 

3)教育心理学辞典，教育出版， 1996. 

4)松原みゆき:テ、ューイの反省的思考 (reflectivethinking)の適用 成人看護学臨地実習Iの取り組

みに関する報告 その1 看護学統合研究， 5巻2号:19， 2004. 

5)本国多美枝:看護における「リフレクション Creflection)J fこ関する文献的考察， Quality Nursing 

7(10) : 877-883， 2001. 
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実習後に連動する学内演習看護総合科学研究会誌6巻 l号:3-11， 2003. 

7)永井陸子ら.看護教員研修における授業研究とその意義一仲間との共同による差異化リフレクショ

ン，神奈川県立看護教育大学校紀要第26号:1-8， 2003. 

8)回村由美ら:リフレクシヨンを行うために必須なスキル開発ーオックスフォード・ブルックス大学
における教授方法実践例ー， Quality Nursing 8(5) : 419-425， 2002. 

9)辰巳恩恵:臨地実習における指導者の関わり リフレクシヨンのプロセスをとおしての見方の変化ー

神奈川県立看護教育大学校看護教育研究集録 NO.27・107-113，2002. 

10)上野玲子ら:看護学教育初期段階におけるコミュニケーション技術・カウンセリング技術教育につ

いてのリフレクション，秋田桂城短期大学紀要第8号:27-44， 2000 

11)吉村恵美子:教師がリフレクシヨンをする意味について一成人看護学「呼吸機能障害患者の看護」

の授業展開を振り返ってー，神奈川県立看護教育大学校看護教育研究集録 NO.23: 1-7， 1998. 

12)本田多美枝 Schon理論に依拠した「反省的看護実践』の基礎的理論に関する研究ー第二部看護

の具体的事象における基礎的理論の検討ー，日本看護学教育学会誌 Vo1.l3 NO.2 Dec: 17-33， 

2003. 

13) 1)前掲:44 

14) 1)前掲:46 

15) 1)前掲:41 

16) 7)前掲:57 

J7)青木由美恵:リフレクションの実際-Gibbsのリフレクティブ・サイクルを活用してー， Quality 

Nursing 9(2) : 147-156， 2003. 

18) 7)前掲:57 
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成人看護学臨地実習I発表内容

発表目
グル プ

病棟名 学習肉容 名前 年齢 性別 事例紹介 経験後の反省的思考
名

そう撞感に対する
肝細胞安置の臨書により置塩出出現し そう霧躍が生

慢性期病棟
Il!助肝硬藍で

A 70晶代 女性 肝使藍・肝不全の患者 じている患者田清拭の君臨誼悶を掘り返り、有効な靖
ハッカ水由貼付を

拭方;去を実演する
する患者

実習中、一人由学生が死世田ケアを体験する』とがで
吉た.ブ死リ桂田ケアは慢諜でデモンストレーションはせ

80融 肝癌が肺転帯しており.呼唖不全となり時吸停止を来たして心
ず、 ント上で学んだだけだったので、デループ向

2 呼吸器等由向科 克也のケア B 
代
自性
停止となった患者

で実際に111助した向容を隠し合い.学びを共有した。
死挫のケアは.患者に行う畳湖町E甚なケアであり.
希少な体験であるため掘り遮り.モデル人形を用いて
死世田ケアを実演する

3 外科聾形外科
呼吸音と防音の測 宇生2

20晶代 国性 健康な成人男性
呼吸音と腸音田聴取由君臨技師に聞して、振り返り訓

定部位と順序 名 定部位と順序を明確にした実演を行った

一般論とK民田比較
老年期であるため.身体田韮迫が著名であり‘床上官

4 整形外科
による左大腿骨臨 c 70晶代 女性 左大腿骨頭部向側骨折の由者 帥(ベッドアップ80匪まで、バルーン官官立}が必聾な
都内側骨折串者由

患者自特徴を生かしたリハビリを掘り垣り、実演する
リハビリ

10月26日一 失語症のある片麻 脳挺塞(右中太脳動脈の閉塞]により‘感覚位失結症、右上下 唖事(かぶり}由シャツしか持っていない片麻嘩患者
27臼 5 向科 時!患者の寝衣{か D 70晶代 自性 肢完全血痕.神経因性協脱が品る. 既往歴と Lて、昭和田年 の盟衣主換の方法について、君臨技術を握り返り、実

ぶ引の甜脱 に糠康晴.高血圧、高脂血症もあり.全介助が品甚である串者 演する

E民1"'.四肢・体幹由麻時呼吸・唱吐・時下・排尿
中担に以上音きたしている状臨である.そのため‘直
膚田乾操.角質由脱落、尭汗による汚れがあり不快に
感じている.自分でセルフケアをするζとができな

四肢 体鹸幹府高畠 〈も股下出血(右対骨励脈解離串性劫脈掴) ・水頭症 既桂歴
い.また草官切聞による人口呼吸器装培をしている由

5 向科・外科・庄園科 者の右清拭
E 40晶代 回世

高血臣・高脂血症・脂肪肝の 者
でそ由不快感奮伝えることが縦しい状態にある.これ
はj由理栂由維持が困難で晶ることを意味し.精神的苦
痛、 癌や感染を起す危険が晶品。ただ，自拭するだけ
ではその汚れを拭き取ることは困磁であり、石鹸を
値った，商拭を行い、清潔田維持に揖めてゆ〈必要があ
るため.湿り返り、実演する

今年に入り2が度考目え白ら骨れ折』であり、年齢からも骨粗窓曜
左大腿骨転子部外 1 0月1日転倒による右太腿骨結子部骨折(外側骨折)のため と筋力也下 る.さらに長期臥床による筋力

6 楯環器 側骨折患者由リハ F 80露代 女性 観血的手捕を実施. 1 0月15固から帝:!fi1/3許可となった由 jj!;下と再転倒・骨折晶田不安は大宮い.そのため筋害力的
ピリ&ビデオ 者 増強症を図る必掴警が 品。その際噂、年齢や視覚障 ・抱

最抗告考 したリハビリ摘を掘り返り 実演する

表1

σ3 
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発表日
グループ

病棟名 学習内容 名前 年齢 性別 事例紹介 経験後の反省的思考
名

終目ベッド上で過ごし.入院前と比べ 謹劫量的掠少
AOL拡大田ため町揖

慢性心不全、車官主暗息のため入院中で‘脳梗富田既性があ
と心不全と貧血による宋輔自血行障害があり.下院田

7 慢性畑病棟 I!IJ-血行程進由た G 70晶代 女性 血行を盟進することにより‘リハビリ由効果が上が
めのE泊 り、左下肢の不完全府障が晶り‘リハビリを行っている患者

り、自慣をつけて接行することにつながるE泊方法音
握り遅り.実演する

肺癌、肝硬車、世道静脈破裂 平成g年から肝硬藍.糖尿病で
K病院に逝院していたが不規則で、コントロールも不良。 平成
1 4年10月左胸水有り a 平成15年5月 曜が出て、左上
葉、左肺門部に量生した肺結が右よ誌に転轄.すでに上太静脈

8 呼唖器等由同科
死桂田ケア(処置)

H 60晶代 毘怯
韮候群{上太静脈閉塞症桂群とは上大静脈が外部からの圧迫や 死桂のケアと解剖を見晶健全が少ないため.その方法

と解剖 血官向閉塞により、心臓へ白血珪の楯環陣審査きたして、思 を振り返り、モデル人揺を用いて実，冒する

部・翻面・上肢にうつ血や前を生縦じる症候群.原因には‘右上薬肺
癌で右儲気官リンパ節 隔リンパ節に転轄した場合に多
い.)が完成し.右胸膜群鹿静脈怒彊し(メズサ由顕}、書道
狭窄も顕著

左肺阻描 括性胸脱虫平成14年6月左肺肺腿描切除術を畳

70晶代 女性
け.平成15年6月から8月、化学療法目的でY病院に入院し、そ

2移倒由床上安静串 由陸自宅擁護となる.10月下旬ころから世作時に息苦しさ、時 11王やJ氏のような綿々な患者について、産患の病態を
9 外科・聾形外科 者自寝衣・シーツ 車感.ふらつきが砲し、 λ院となった血者 姐り、状態別にみたよで、思器・シーツ虫換の宕臨技

主投 術を振り返り、実演する

J 
80臨

自性
平成15年10月に転倒により右太腿骨頚部骨折で入院中の患者。

í~ 既桂匿として不安神経症がある

2003年11月
5日と7日 全身消拭ー脳梗窓

脳根容による感覚障害・片時揮による体位保持困難・
による左半身不全 脳僅!l:(右中大脳動四脈位回跨開脱審が)により、感覚性長路撞‘右上下

10 向科 底箆・失!B症・感 K 70車代 国性 肢完全麻痕、神経国 晶る患者. 既往歴として.昭和
失t副主による意思酷遇困難のあるK丘に封Lて、どの

耳障害田ある患者 63年に紬尿病 高血圧‘高脂血瞳もあり.全介助が必要である
ような方法を用いれば‘清潔吾維持し.爽快感を得る

田消拭
靖拭の君臨怯術を振り返り.製部する

両下院切断患者由
筒下肢切断能、移動は車椅子で行い‘轄提するために

11 外科・脳神経外科 L 80臨代 毘怯 糖尿痛のため‘両下肢切断している患者 は介助が必を甚実なL民田車椅子轄採桂闘を掘り返り‘有車椅子椙田
効な方法 演する

踊桂20目白で体重免荷免除由指示が出ている.街並2
大腿骨顕部骨折車 6回目、軽度目肺炎で呼吸困E世田恐れがあるため.リ

10.11 盤部外科 者自助、ピ肝ーシヨシと M 70臨代 女性 左大腿骨転子部外側骨折の患者 ハピリ閲拍の前にパルスオキンメーターを付けて.
持勤動作 SP02吾測定し、体重 1/3まで荷E制限目指示制出てい

るM氏自リハピリ援助佳街を掘り返り‘実摘する

大腸向視鋭按畳 胆量結石症および白血の原因像精情査のために入院した。右股関節 強査を行う前から退院までの一迫田読れ{佐世や観察
12 向科・外科・皮届科 (下部消化官向視 N 70能代 女性 骨折と左股削節人口骨観置 走行っているため.介助により 項目)をデモンストレーションし、下部消化官同視鋭

曲揖査}について 4歩行している患者 強査の!G陸を共有するため掘り返り.実演する

町磁器荊棋で由換
CAG強置を行う前から退院までのー迎田iiIl:ILをデモ

13 循環器
査回流れー冠動脈造 。60昌代 女性 狭心寵とE会断され.CAGを畳lする患者 山レー山し醐器高躍の脚共有一影検査 (CAG)を通

セスメント宿陸続術を振り返り.実演する
して
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発表日
グループ

病棟名 学習内容 名前 年齢 性月IJ 事例紹介 経験後の反省的思考名

右阪神麻痩患者由 脳血管障害(悩梗韮)、柏原病.うっ血性心不全、慢性心不
P丘町賞事におけるADL拡大を世すための主事介助

14 慢性期前韓 ADl拡大のため由主 P 田信代 女性 全、脳控室{左基底按)田桂迫主により右半身不全臨時、冨語
li'由援助 陣寄がある患者 技術を振り返り‘実演する

実習3日目に3病棋で2名亡〈なった.その際司 2名町
学生がそれぞれ田患者輔の死桂田処世苦体験すること

15 呼唖器等田向科
臨持時的自撞と死 。回鼠代 目性 深部静脈血控症.高血圧.腎槌能障害‘老人性描量、肺提の ができたが、今までに経験したことがなかった克桂田能的処置 ある患者 ケア盤置のために大量なショック音量けた。しかし.

そ由経験を今佳由実習に活かす為に掘り返り、実誼し
t， 

畠性肺尭{右肺) 既性別2年肺昆阻を患い.主体的に肺田換

臥底と座悼の時的
気機能がfl!下している串者台躍IJ'は酪寵暗法(02マスタ 3 

臥床と鹿位の時田呼唖の観察技帽を振り返り‘実演す16 外科聾形外科 R 70 ft 自性 引を行ない、畳け持ち時S，02値 95怖を超えることはな
呼唖田観察

かった。頻聞に貰色棋の略出がある。呼唖融33.....36固/分 る
(安静時}

2003年11月
16日-17日

脳控器{右中大脳動脈の閉芭)1こより、感覚性失陪撞.右上下
糖原読により‘口腔向感染を起こす危股性があり.介

17 向科
脳控E出者田口腔 s 70ft 目性 肢完全廓聾.神経因性鴎脱がある患者. 既往匿として 昭和 助をfO.聾とするKさんに有劫な口腔ケアの右越技術を
ケア 63年に糠尿病 高血圧.高脂血症もあり.圭介助が必要であ

る.
握り返り.実演する

病棟向歩行田許可は出ていたが‘臥床による筋力由憶
下と貫血によるふらつきと不安司た的、活動量が低下

外科.!lln..脳神経外 脳血栓症の緩いで棋査入院し.左半島田感覚障害が生じている
し、植査以外は床よで生活している.排控は.6人部

18 
ヰヰ

排旭町揺助 T 70歳代 女性
血者

E田真ん中由ベッド脇田ポータプルトイレで行い 且
担を毘にしている。入院前は語日ヨーゲルトを企ぺ、
排便習慣があった患者に排出由姫助を行ったことを振
り返り、実演する

不安を量出するた
肝細胞癌 ADlは自立しており、人に助けを求めない正確であ

19 向科・外科・直属科
曲目コミュヱケー

U 50ft 国性 る.今回2回呂田抗癌剤肝動脈問注入車法(lAI)目的で入院し TAIプ前レ桂'由U正由不安に封する君臨を握り返り.ロ
ション植術(ロ

ている患者
ル イを室置する

ルプレイ田1J1演)

右とう骨・尺骨造位端開放骨折のため.10月24臼より臣埠翠引
睦形外科目特徴である車引い消曲を却者し龍田て持消いも拭る図田患鑑者相で違をあ畳点っけ在た揖持固

20 楯環器
直連盟佐引血者白描 v 70歳代 自性 中で ベッド上安静。腎部lま掌上できるo~引により、右上腕 ち‘ ADl田制限が大き<. 
拭・手描 が引き上げられないように.砂睡で両端を固定している.日常 車引中田患者としていな り

生活に介助が品甚な曲者 返り、実;冒する

。。
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成人看護学アンケート

成人看護学臨地実習のまとめ

2003年 12月 19日

成人看護学領域教員

成人看護学臨地実習Eが終了しました 皆様お疲れ様でした.多くの学びが得られたことと

恩います

さて，みなさんの学びを，私達教員が次回の実習に活かしていくために，簡単なアンケート

とコメントをいただきたいと恩います.視点として，実習 Iを終えてからの，自分の学びをお

聞かせください(自己の成長度，反省点など). 

実習 I終了時の自己を 3ポイントとして，現在の自己を 5段階評定として1ポイントから5
ポイントにチェックをしてください

無記名ですので自由に書き，回収ボックスへ入れてください.

l 

2. 

3. 

知識について

口lポイント 口2ポイント

自己の成長度，反省点など

看護技術について

口1ポイント 口2ポイント

自己の成長度，反省点など

自己の態度について

口1ポイント 口2ポイント

自己の成長度，反省点など

ロ3ポイント ロ4ポイント

口3ポイント 口4ポイント

口3ポイント 口4ポイント
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ロ5ポイント

口5ポイント

口5ポイント




